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itokoichi
テキストボックス
皆さん、お疲れさまです。
本日のインフォメーションタイムでは、
実施したアンケート結果を共有し、
私たちの活動課題を整理します。
回答には想像以上に率直な声が集まり、
現状を客観的に把握できました。
短時間で要点をお伝えしますので、
最後までよろしくお願いいたします。
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itokoichi
テキストボックス
今回のアンケートでは負担に感じること、
その影響度合い、負担軽減に必要なこと
新しいツールへの関心、必要なサポートの
五点を質問し、回答を得ました。

複数選択が可能なアンケートでしたので、
これから出てくる◯％という結果は、
全回答者の◯％が回答したという見方となります。
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itokoichi
テキストボックス
日程調整、スケジュール管理が難しい 63 ％、
事務作業に時間を取られる 48 ％、
企画準備、記録作成がともに 44 ％、
情報共有の不足 33 ％という結果でした。
特に日程調整が過半数を超えた点はインパクトが大きく、やはり根は時間管理の難しさと実感しました。
自由記述にも「確認ややり直しに手間が掛かる」との声が多く、ルールの複雑さが影響していることが読み取れます。
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itokoichi
テキストボックス
「かなり影響がある」が 63 ％、
「多少影響がある」が 37 ％。
多くの人が何らかの影響を感じています。
「やりたいことがある！けど時間が足りない」という声は、まさに私たちが日ごろ感じているジレンマを数字で裏づけた形です。
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itokoichi
テキストボックス
トップは「企画運営の流れを整理・簡略化」 52 ％、
次いで「役割・作業分担の明確化」 48 ％、
「情報共有の仕組み改善」 44 ％でした。
流れの整理が最上位というのは、手順の可視化だけでもかなりのストレスが減るというメッセージだと受け止めています。
併せて「議案の簡略化」「理事育成」といった声もあり、
システムと人材育成の両輪が欠かせないと感じました。
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itokoichi
テキストボックス
「ぜひ試したい」 74 ％、
「興味はあるが不安」 37 ％、
「今のままが良い」は 0 ％でした。
前向きな姿勢が大多数を占めたのは
心強い結果です。
ChatGPTやクラウド管理ツールなど、具体名を挙げてくださった方も多く、
導入準備を急ぐ価値があると感じました。
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itokoichi
テキストボックス
「作業負担を減らすツール導入」 89 ％が突出し、
「情報共有・データ管理サポート」 41 ％、
「役割分担の見直し」 37 ％
と続きます。
ツール導入への期待の高さと同時に、「会員拡大で余力を増やす」「事務局が見本を示す」といった声があり、技術と組織運営の両面支援を求めていることが分かります。
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itokoichi
テキストボックス
JCアプリ活用、クラウドシステム導入、テンプレート整備、例会数の適正化など、多彩な提案が寄せられました。「頑張って」「新しいこと、試してみましょう」という前向きなメッセージも多く、組織全体で改善に踏み出す雰囲気を感じています。

続く「インフォメーションタイム 2」では、四日市でともに活躍する青年、フルバックの藤牧省吾様が「デジタル技術を活用した課題解決のヒント」を語るセミナー映像を上映します。アンケート集計の間を有効活用し、具体的な解決策のヒントをつかむ絶好の機会です。どうぞお楽しみに。
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